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川づくり連絡会のイベント
「新河岸川流域川づくり連絡会」では、総合治水対策をテーマとし
たイベントを開催しています。

【川でつながる発表会・新河岸川流域フォーラム】
・子どもや大人による水・河川・環境の取り組み　・行政や学識経験者の最新の知見
・地域の歴史や総合治水に関わりのある施設　・行政・市民が行う総合治水に関わる取り組み
など

・総合治水対策の概要を知るパネル展示
・雨水貯留浸透施設の助成制度のパネル展示
・緑地・農地・湿地の保全方法
・行政の治水に対する取り組み　　　　など

・川づくり連絡会の活動記録
・川づくり連絡会活動や地域イベント（川まつり）の開催案内・報告
・総合治水対策に関する資料
・川の知識が身に付くＱ＆Ａ　　　　　など

・川の整備状況
・災害のリスクが高い場所（洪水ハザードマップなど）　・雨水を貯めたり、地面に浸透させる方法
・緑地・農地・雨水関連施設の位置　・湧水の位置・水量・水質
・地域のイベント開催地・詳細情報　　　など

地域のイベント
流域内の自治体や市民が主催のイベントでは、総合治水対策や川づ
くりについて情報提供しているイベントもあります。

川づくり連絡会のホームページ
「新河岸川流域川づくり連絡会」では総合治水についての情報を
知ることができます。
【川づくり連絡会】で検索！
地域（行政や市民など）のホームページ
地域の自治体や市民団体のホームページにおいても情報を知ることが
できます。
（「新河岸川流域コミュニケーションマップ」では、流域資源などの情
報を地図上で知ることができます。）

第８回川でつながる発表会開催の様子

自治体によるイベント開催の様子

今年度の川でつながる
発表会は2月9日（日）
に川越市で開催されるよ
うだね。詳しい内容につ
いては里川72号p.4な
どを見てね！ここで知ることができます！ こんなことを知ることができます！※

流域の歴史や、総合治水対策の取り組みの内容、流域のさまざまな人の取り組み、流域内の自然・歴史・公園・
治水の資源についての情報は、川づくり連絡会や地域で開かれるイベント・ホームページなどで知ることができます。
ここではその一部を紹介します。

※流域内ではその他にも様々な情報が提供されています。
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対策がはじまって浸水した建物
の数が半分程度に減ったね。
その後も大雨が降った時に浸
水する建物の数は減ってるね。

浸水した建物の数(戸）

総雨量（㎜）

大きな災害とな
るときは200mm～
350mm程度の雨が
降っているね。

対策前は、浸水
した建物の数が増え
ているね。
市街化の影響かな？

「総合治水対策」がはじまった時期

治水施設の整備 

流域に
おける
対 策 

ソフト対策 

保水・遊水機能の維持、増大 

河川の改修、排水機場や調節
池の整備など 

公共施設での雨水貯留施設の
整備、住宅での浸透施設の設
置など 

土地利用の規制、盛土の抑
制・調整、高床式建築の奨
励など

雨量・水位の情報収集や提
供、水防体制の強化など

ハザードマップの公表、
パンフレットの配布等 

水 害 に 対 し て 安全な
土地利用等

警 戒 ･ 水 防 体 制 の 確 立  

広報・PR活動等
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河川対策

流域対策

低地

台地

丘陵

東京都

埼玉県

荒川低地

所沢台

金子台

狭山丘陵

浸水の可能性が低い台地が上流側に、浸水の可能性
が高い低地が下流側に位置しております。大雨が
降った際、上流側に住んでいる人が水を一気に
流さないように意識しないと下流側では大変
な被害になる可能性があります。つまり流
域全体のことを考えると、台地（上流）・

低地（下流）の区別なくみんな
で浸水対策を進めて
いく必要があります。

今号では新河岸川流域における「総合治水対策」の効果を紹介します。下のグラフは横軸に主な浸水被害が発生した時期、縦軸に流域内で浸水
した建物の数、流域平均雨量（河川の流域ごとに面積平均した実況の雨量（気象庁））を示しております。対策実施前後で浸水した建物の数を比較
すると対策実施後、徐々に効果が出はじめ、数が減少している傾向にあることがわかります。また、具体的にどの程度減ったかというと昭和 41 年の
約8000戸が平成10年には約4000戸となり、半分程度になりました。
このことから「総合治水対策」は一定の効果があったと思われます。
しかし近年話題になっている異常気象、自然災害や浸水した建物の数が全くなくなったわけではないことを考えると引き続きみんなが一体となって

対策を進めていくことが重要です。

そこで昭和 57 年以降、新河岸川流域では「雨をすぐに流さ
ないような施設の設置など（ハード対策）」と「浸水する可能
性がある場所を事前に住民に知らせるなど（ソフト対策）」を
組み合わせた「総合治水対策」を進めています。
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総合治水対策に関する情報はどこで知ることができるの？

新河岸川流域について

これまでの「総合治水対策」の効果はあるの？

総合治水対策について

みんなで目指そう！安全で安心できる流域づくりみんなで目指そう！安全で安心できる流域づくりみんなで目指そう！安全で安心できる流域づくり
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